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テーマ概要:  

「ものづくり」のプロセスにいわゆる CAE（Computer Aided Engineering）と呼

ばれる工学シミュレーションが導入されて久しく，以前はシミュレーション専任者

が取り扱うものであったが，近年では広く一般的な設計技術者が利用する設計ツー

ルになってきた．このようなシミュレーション結果の信頼性を確保・担保するため

に，V&V（Verification & Validation，検証と妥当性確認）という考えかたが広まって

きた．しかしながら，V&V に関する規格や文書は汎用的であるがために表現が抽象

的であることが多く，一般の技術者が通常のシミュレーション業務にどのように適

用していくのかという問題に直面することが多い． 
本プロジェクトでは，ホワイトウッドなどの一般的な木材で製作する椅子を取り

あげ，その剛性・強度評価に利用する数値シミュレーションモデルの信頼性を

ASME V&V-40 や ISO 9001 などで規定された概念に基づ

いて評価する． 
具体的な評価項目（椅子の剛性や強度など）を設定し

て，それを評価するためのシミュレーションモデルのモ

デルリスクを分析することで，一連のシミュレーション

に要求すべき再現性レベルを設定する．これを満たすた

めのシミュレーションモデルを構築するために，モデル

化の範囲やシミュレーションそのものの精度などを議論

する． 
3D モデリングには Solidworks または Inventor を，FEM シミュレーションには

ANSYS あるいは NX-Nastran などの市販ソフトを利用する予定です． 

履修済みであることが望ましい科目:  
材料力学，構造力学などの変形体を取り扱う科目群 

スキル:  
3D CAD の操作経験があることが望ましい 

その他:  
与えられた問題を解くのではなく，何を確認すればよいのか？という問題設定の妥

当性から議論する点で，現場での実際の設計問題のような感覚で取り組むプロジェ

クトです．産業界の現役技術者たちと議論しながら進めているので，打ち合わせ（オ

ンライン）は 20:00 以降に設定されることが多いです． 
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